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●食を通して環境を考える

堀江さんの講演を聴く参加者

●思いやりの心で安全・安心の輪を広げます

　平成１７年度阿久比町安全安心町民大会が５月２３日、
中央公民館で行われました。
　大会は町交通安全推進協議会と町安全で住みよいま
ちづくり推進協議会の主催で行われ、総会で今年度の
事業計画などを決め、その後半田警察署員から交通安
全と防犯それぞれの立場から講演を聴きました。　　
　最後に「交通事故をなくし、犯罪のないまちづくり
を目指す」ことなどが盛り込まれた宣言文を参加者全
員で読み上げ、安全で安心して暮らせるまちづくりへ
の機運を高めました。

真剣に大会に臨む参加者

　町内小学校の児童が地元農家の田を借りて、田植え
に挑戦しました。
　５月２３日、南部小学校５年生７５人が総合学習の授業
で田植えを体験しました。児童は農家のおじさんの指
導を受けながら、水田に引かれたロープに横一線に並
び、もち米の一種の「古代米」の苗を植えていきまし
た。
　草木小学校でも５月３１日、全校児童２１８人が田植えに
挑戦しました。毎年恒例の行事で、５年生が中心となっ
て１年間米作りの勉強をしています。こちらも農家のお
じさんの指導を受けて、児童たちは泥だらけになって
田植えを楽しみました。
　秋には両校とも稲刈りに挑戦するそうです。
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　５月２５日、名古屋・尾東地域消費者大会がエスペラ
ンス丸山で行われ、阿久比町からは「あぐいくらしの
会」が出席し、町内外から約３６０人の参加がありました。
　“みんなで活動　めざそう自立　～食を通して環境
を考える”というテーマで、元愛知学泉大学教授の堀
江和代さんの基調講演が行われ、堀江さんは講演の中
で「食をもって人を育てる」ことが大切であると訴え
ていました。
　大会では、消費者と専門家によるパネルディスカッ
ションも催され、「食と環境」について活発な意見が交
わされました。
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